
こ

ふくしまの
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
昨
年
７
月
「
災

害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
」
を

結
ぶ
な
ど
、
以
前
か
ら
交
流
の
あ
っ
た

葛
飾
区
に
販
売
の
拠
点
を
設
け
、
安

全
・
安
心
を
ア
ピ
ー
ル
。
店
の
運
営

に
は
、
塙
町
の
農
家
な
ど
で
つ
く
る
組

合
の
メ
ン
バ
ー
と
、
葛
飾
区
の
東
京

聖
栄
大
学
が
携
わ
って
き
ま
し
た
。

　
大
学
と
の
連
携
は
、
一
昨
年
の
大

学
祭
で
行
わ
れ
た「
東
北
応
援
企
画
」

が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。
食

品
学
科
４
年
生
の
横
塚
有
希
さ
ん

は
、店
を
手
伝
う
学
生
の
一
人
。「
塙

町
の
新
鮮
な
食
材
は
ど
れ
も
魅
力

的
。
販
売
に
関
わ
る
こ
と
で
福
島
を

応
援
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
よ
く
売
れ
る
野
菜
類
は
冬
場
は
品

薄
に
な
り
が
ち
。
当
初
、
店
の
営
業

は
週
３
回
、
昨
年
末
ま
で
の
予
定
で

し
た
が
、
地
元
か
ら
の
要
望
も
あ
っ

て
１
月
以
降
は
週
２
回
で
の
継
続
が

決
ま
り
ま
し
た
。
商
店
街
の
に
ぎ
わ

い
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
の
店

は
、
も
は
や
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
。
郊
外
の
大
型
店
舗
に
は
行
き
づ

ら
い
中
高
年
の
お
客
さ
ん
た
ち
が

「
ま
た
必
ず
来
る
か
ら
ね
」
と
声
を

か
け
、
次
の
営
業
日
を
確
か
め
て

帰
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
採
算
の
確
保
に

向
け
た
年
間
を
通
し
て
売
れ
る
商
品

づ
く
り
で
す
。
現
在
、
大
学
の
協
力

を
得
て
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
で
栽
培
し
た

イ
チ
ゴ
の
ジ
ャ
ム
づ
く
り
や
、
店
名

の
由
来
で
も
あ
る
塙
町
の
名
物
「
ダ

リ
ア
」
球
根
の
加
工
品
な
ど
の
開
発

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
付
加
価
値
を

高
め
な
が
ら
、
食
べ
た

人
た
ち
が
笑
顔
に
な
れ

る
お
い
し
い
も
の
を
力

に
、
復
興
へ
の
歩
み
を

進
め
ま
す
。

農家などの生産者が組合をつくり運営して
きた「道の駅はなわ」の直売所。震災後の
売り上げ減にもめげず、産学官連携のもと
販路拡大に取り組んでいます。

塙
町
の
新
鮮
野
菜
・
物
産
を

東
京
で
販
売

大
学
の
全
面
的
な
協
力
で

一
年
中
売
れ
る
商
品
を

　
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
だ
野
菜
が
店
頭

に
並
び
始
め
る
と
、「
今
日
は
何
が
あ

る
の
？
」
と
通
り
か
か
っ
た
人
か
ら

次
々
と
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
昼
近

く
に
は
、
店
頭
に
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
大
に
ぎ
わ
い
で
す
。
こ
こ
は
東

京
都
葛
飾
区
、Ｊ
Ｒ
新
小
岩
駅
北
口
に

あ
る
『
ダ
リ
ち
ゃ
ん
シ
ョ
ッ
プ
』。
塙

町
が
県
の
補
助
を
受
け
新
鮮
な
野
菜

や
物
産
を
都
市
部
で
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
設
け
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　「
顔
な
じ
み
に
な
っ
た
お
客
さ
ん

人
情
味
あ
ふ
れ
る
応
援
が
、復
興
の
力
に
！

東
京
の
下
町
で
塙
町
の
野
菜
と
物
産
を
ア
ピ
ー
ル

ダ
リ
ち
ゃ
ん
シ
ョ
ッ
プ
（
東
京
都
葛
飾
区
）
●
は
な
わ
ふ
る
さ
と
物
産
直
売
セ
ン
タ
ー
組
合
（
塙
町
）

●
道
の
駅
は
な
わ
物
産
組
合

絆つないで

今

（上）道の駅はなわで直売所を運営するのは、町民で
組織する組合員。朝６時に塙町を出発、交代で店頭に
立ちます。

（右）「食材はもとより、塙町から来る人にファンが多
いんですよ」と東京聖栄大学の横塚有希さん（中央）。
「私もいつか塙町に行ってみたいと思っています」。店
長の鈴木公雄さん（右）も、お客さんと会話を楽しん
でいました。

　「葛尾村いきいき交流促進協議会」は、地域活性化や地
場農産物の振興を目的に、村の農業生産者を中心に平成
21年に発足。翌年には、農作物の加工所を設置するととも
に、郡山市にアンテナショップ「えにし堂妙千屋」を開店。店
名には「たくさんの人と縁を結びたい」との思いを込めまし
た。高原野菜や米粉ケーキ、おでん、漬物などの加工品を
販売。毎日数多くの来店客が訪れ好評でした。常連客もで
き、軌道に乗り始めた矢先、原発事故により活動休止を余
儀なくされました。
　「みんなバラバラになり、このままでは村の郷土食も途絶
えてしまう」と考えた中村健彦会長らは、昨年夏、村民の６
割が避難する三春町で休耕地を借り、野菜作りを再開。仮
事務所も確保し、キッチンや談話室を備えた交流施設「え
にし堂」と加工所「えにし堂工房」を設けました。現在は、郷
土食の漬物やごんぼっぱ餅、こんにゃくなどの加工品を製
造。三春町のイベントなどに出品しています。今後は、地元
住民を招いた料理教室を開催し、調理技術の交流を図る
予定。「村民や町民の皆さんが気兼ねなく集まれる場にし
たい」と中村会長は話します。
　郷土食の継承と新たな交流拠点として再開した「えにし
堂」。ここでは、今日も新たな縁を結びながら、意欲的な活
動が進められています。

みんなが自由に集える交流の場に。
食文化をつないで広がる活動の輪。

地域活性化を目的に、村の野菜を使った加工食品の製造
販売などを行っていた「葛尾村いきいき交流促進協議
会」。震災後、三春町で仮事務所「えにし堂」をオープ
ンさせ、村の郷土食継承や、村民と三春町民との交流を
深める活動を進めています。

☎0247-73-8854
葛尾村いきいき交流促進協議会［葛尾村］

▲山ゴボウの葉を鍋で煮詰めて、
ごんぼっぱ餅づくり。 ▲葛尾村いきいき交流促進協議会の

中村さん（左）たち。

▲12月15日に開催された三春町の
イベントに出品。

▲「えにし堂妙千屋」で販売して
いた葛尾村産の野菜など。

なか むら たけ

みょう せん や

ひこ

に
励
ま
さ
れ
て
、
い
つ
も

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
店
長
の

鈴
木
公
雄
さ
ん
。
鈴
木
さ

ん
は
、
昨
年
３
月
ま
で
道

の
駅
は
な
わ
の
駅
長
で
し

た
。
塙
町
に
は
震
災
の
被

害
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
道
の
駅
の

直
売
所
で
は
売
り
上
げ
が
２
〜
３
割

減
少
。
放
射
性
物
質
の
検
査
体
制
が

整
っ
て
か
ら
も
、
大
型
バ
ス
で
立
ち

寄
る
観
光
客
は
減
っ
た
ま
ま
。
直
売

所
で
の
販
売
を
生
き
が
い
に
し
て
き

た
生
産
者
た
ち
は
意
気
消
沈
し
て
い

※ダリちゃんとは
町ぐるみでダリア栽培に
取り組む塙町のイメージ
キャラクター。町営の温泉
施設「湯遊ランドはなわ」
にはダリア園が併設して
います。

（左）食品学科と管理栄養学科がある葛
飾区の東京聖栄大学。「地域の絆、大学の
特色を生かした支援が復興の一助にな
れば」と理事・事務部長の高橋成彰さん。

（下）昨年12月に大学の施設で行われた
ジャムづくり講習会。塙町からも20人ほ
ど参加して、真剣に学んでいました。

よこ

すず き たか お

づか ゆうき

す
ず

き

た
か

お

よ
こ
づ
か
ゆ
う

き

たかはしまさあき

「塙町を応援してます！」
と常連のお客さん。

塙町
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ふくしまから はじめよう。
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